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大な震災に見舞われ、不安を抱えながらのスタートとなりました。 
元日は、家族と共に学校へ避難した子どもたちもおり、冬休みの半分を不安と恐怖で過ごしたことと

思います。学校には、大きな被害やケガ等の報告はなくホッとしておりますが、すぐ間近の能登地方で
は、多くの方が苦しい避難生活を強いられていることを考えると心が痛みます。一日も早く安心して過
ごせる日が来るよう祈るばかりです。 
学校は、校舎や施設に大きな被害等はなく、子どもたちを無事に迎えることができました。しかしな

がら、まだまだ安心できない状況ですので、いざという時の体制や対応について確認をし、また子ども
たちにも、万が一の際における心構えについて始業式で話をしました。 
３学期は、進級・進学に向け、子どもたちのさらなる成長を目指し、職員一同頑張ってまいります。

保護者の皆様との協力体制をさらに築きながら、子どもたちを指導・支援していきます。 
今年もどうぞよろしくお願いいたします。 

 

 

 ２学期も学校評価アンケートへのご協力、たいへんありがとうございました。 

 1学期同様、子どもたちと保護者の皆様からご記入いただいたものを集計し、3学期のスタートにあたっ

て、職員で今後の改善点や方策について話し合いました。 

 今学期の子どもたちの意識の変化を見ていくと、ほぼすべての質問項目において、数値の上昇が見られま

した。肯定的評価（「ほとんどハイ」「だいたいハイ」の回答）の割合において90％以上かつ5ポイント

以上の上昇が見られたのは、次の質問項目です。 

 1 学期、「学校にいじめや暴力がない」という質問項目において、78.8％という数値が心配であること

をお伝えしましたが、今回は 89.4％という結果となりました。数値の上昇が見られますが、実際の人数で

考えると、「7人の子どもたちが否定的な回答をしている」こととなります。7人の子どもたちが、何らか

の嫌な思いをしています。嫌な思いをさせてしまっている子どもは、「ふざけ」や「イジリ」といった軽い

認識でいるのかもしれません。たとえそうであっても、それは良くないことだと気づかせてあげる必要があ

ります。 

 始業式ではアンケート結果を示し、「7人のつらい思いをしている友達を助けて

あげよう」と校長講話で話しました。11月の「いじめ見逃しゼロスクール集会報

告会」でも、6年生たちが「みんなで協力していじめをなくすことを宣言します」

と宣言文を伝えてくれています。「つらい思いをしている友達に気付き、助ける」

行動は、一人だけではできません。「自分の力や友達の力だけでなく、先生たちの

力も使うんだよ。そのためには、勇気も必要だよ」と話をしました。 

学校評価アンケートをもとに 

一歩  前へ 
地域には回覧 保護者には配付 

＊学校に来るのが楽しい。97.0%（＋6.1） 

＊生活科、総合的な学習の時間に地域の人やものとかかわりながら学習してきた。98.5％（＋7.6） 

＊先生は困ったことや相談したいことがある時、ちゃんと話を聞いてくれる。97％（＋6.2） 

＊今の私のクラスはいじめやからかいがあっても「やめろよ」と言えるクラスだ。93.9％（＋6.0） 

＊道徳の授業で、話し合いをして、考えを深めることができた。95.5％（＋6.1） 

＊困っている人がいると声をかけたり助けたりしている。95.5％（＋6.1） 

 



 すでに各種メディアで紹介され、多くの方がご存じのことと思いますが、メジャーリーグで活躍中の大谷

翔平選手が、全国の国公私立小学校と義務教育学校、特別支援学校小学部計約２万校にグローブを寄贈され、

先日学校に届きました。メッセージも添えられていましたので、以下に紹介させていただきます。 

始業式では、寄贈された３つのグローブと同封されたメッセージ文を代表の子ども達に手渡しました。受

け取ったグローブをじっと見つめていた子どもの表情が印象的でした。大谷選手の益々の活躍を期待し、こ

れからも応援していきたいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5年生の渡辺匡さんが「御風賞」に選ばれました。本

大会において最も優秀な賞です。今年は御風生誕１４

０年、そして童謡「春よ来い」を発表してから１００年

という節目の年となる大会だったそうです。匡さんは、

日頃の句会からすばらしい作品を詠んでいたので、そ

の成果が表れました。始業式では、賞状の伝達を行い、

全校みんなで拍手を送りました。 

        賞状を手にした 渡辺 匡 さん→ 

 

お詫びと訂正（１２月発行の第10号） 

表面で、ご紹介した方のお名前に誤りがございました。以下の通り訂正し、お詫びいたします。 

 藤井様、渡辺様、たいへん申し訳ございませんでした。 

  ４年生活動紹介において…【正】東海の藤井義典さん       【誤】東海の藤井善典さん     

  ５年生活動紹介において…【正】開業された渡辺さん    【誤】開業された佐藤さん  

大谷翔平選手 寄贈のグローブが届きました 

おめでとう！第１５回相馬御風顕彰ふるさと俳句大会「御風賞」 

＜大谷選手からのメッセージ文＞ 

学校関係者各位 
 
貴校ますますご清栄の事とお慶び申し上げます。  
 
ロサンジェルス・エンゼルス・オブ・アナハイムのメジャーリーガー、
大谷翔平です。 
 
この手紙は、このたび私が学校に通う子供たちが野球に興味を持
ってもらうために立ち上げたプログラムをご紹介するためのもので
す。 
この３つの野球グローブは学校への寄付となります。 
それ以上に私はこのグローブが、私たちの次の世代に夢を与え、
勇気づけるためのシンボルとなることを望んでいます。それは、野
球こそが、私が充実した人生を送る機会を与えてくれたスポーツだ
からです。 
 
このグローブを学校でお互いに共有し、野球を楽しんでもらうため
に、私からのこの個人的なメッセージを学校の生徒たちに伝えて
いただければ幸いです。 
 
この機会に、グローブの寄贈をさせていただけることに感謝いたし
ます。 貴校の益々のご発展をお祈り申し上げます。  
 
野球しようぜ。  
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